
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料１ 調査団員・氏名 
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調査団員氏名、所属 

基本設計調査 

氏 名 担当業務 現 職 

内藤 智之 総 括 
国際協力事業団 無償資金協力部 

業務第三課 

渡辺 栄一 技術参与 
総務省 総合通信基盤局 

国際部 国際協力課 

上田 正明 業務主任 八千代エンジニヤリング（株） 

安齋 義則 ＴＶ・ラジオ番組制作機材計画 八千代エンジニヤリング（株） 

村木 裕 ＴＶ・ラジオ番組送信機材計画 八千代エンジニヤリング（株） 

福山 一成 調達計画/積算 八千代エンジニヤリング（株） 

基本設計概要書説明 

氏 名 担当業務 現 職 

稲葉 誠 総 括 
国際協力事業団 インドネシア事務所

次長 

上田 正明 業務主任 八千代エンジニヤリング（株） 

安齋 義則 ＴＶ・ラジオ番組制作機材計画 八千代エンジニヤリング（株） 

田中 清房 ＴＶ・ラジオ番組送信機材計画 八千代エンジニヤリング（株） 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料２ 調査日程 
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調査日程 

現地調査日程表（基本設計調査） 

日順 月/日 曜日 宿泊場所 調査内容   備考 

1  11/4 日 ジャカルタ 移動：ジャカルタ→成田 （JL-725）  

2  11/5 月 ジョクジャカルタ
JICAジャカルタ事務所・日本大使館表敬訪問、 

移動：ジャカルタｰジョクジャカルタ （GA208） 

 

3  11/6 火 同上 MMTC表敬訪問、協議打合せ  

4  11/7 水 同上 協議打合せ、  

5  11/8 木 同上 MMTC内施設視察、協議打合せ、  

6  11/9 金 同上 第3国研修終了式参加、団内打合せ  

7 11/10 土 ジャカルタ 移動：ジョクジャカルタｰジャカルタ （GA205）  

8 11/11 日 同上 資料整理  

9 11/12 月 同上 LIN表敬訪問、MMTCとの協議、統計局訪問  

10 11/13 火 同上 
BAPPENAS表敬訪問、LINとのM/D署名 

JICA帰国報告、官団員との団内打合せ 

官団員帰国

11 11/14 水 同上 TVRI/TVTC施設調査、打合せ  

12 11/15 木 同上 RRI/RTC施設調査、打合せ  

13 11/16 金 同上 RCTI/Trans TV施設調査、打合せ  

14 11/17 土 同上 
収集資料整理 

各システムブロック図作成 

 

15 11/18 日 ジョクジャカルタ
各システムブロック図作成 

移動（ジャカルタ→ジョクジャカルタ） 

 

16 11/19 月 同上 

カリキュラムの内容詳細確認（質問の回答確認） 

システムブロック図による各システム構成の協議

打合せ 

 

17 11/20 火 同上 

現行カリキュラムにおける各システムの使用状況

の確認 

システムブロック図によるシステム構成の協議打

合せ 

村木団員一

時帰国 

18 11/21 水 同上 

各システムを構成する必要機器リストの作成 

必要機器リストとその仕様の打合せ 

TVRI・RRI

よりデータ

回収 

19 11/22 木 同上 
システムを構成する機器内容と仕様の打合せ 

既存機器の維持管理状況調査 

村木団員再

入国 
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20 11/23 金 同上 
運営・維持管理費の予算確保の確認 

新設機器配置計画の協議打合せ 

 

21 11/24 土 同上 作成図面の修正見直し  

22 11/25 日 同上   

23 11/26 月 同上 

新設機器据付工事（手順、期間）に関する打合せ 

既存機器の撤去・移設（実施時期、予算確保）の打

合せ 

 

24 11/27 火 同上 
新設機材の工事にかかる内容・分担・工程の打合せ 

全体工程の打合せ 

 

25 11/28 水 同上 フィールドレポート作成  

26 11/29 木 同上 MMTCにフィールドレポート内容説明/協議  

27 11/30 金 ジャカルタ 
移動（ジョクジャカルタ→ジャカルタ）、14:00 JICA

帰国報告 

 

28  12/1 土 同上 収集資料整理  

29  12/2 日  移動（ジャカルタ→成田）  

30  12/3 月  日本着  

 

現地調査日程表（基本設計概要書説明） 

日順 月/日 曜日 宿泊場所 調査内容   備考 

1  219 火 ジャカルタ 移動：ジャカルタ→成田 （JL-725）  

2  2/20 水 ジョクジャカルタ
JICAジャカルタ事務所・日本大使館表敬訪問、 

移動：ジャカルタｰジョクジャカルタ （GA208） 

 

3  2/21 木 同上 MMTC表敬訪問、協議打合せ  

4  2/22 金 同上 協議打合せ、  

5  2/23 土 ジャカルタ 移動：ジョクジャカルタｰジャカルタ （GA205）  

6  2/24 日 同上 団内打合せ  

7 2/25 月 同上 LIN表敬訪問、概要書説明・協議  

8 2/26 火 同上 M/D内容協議・署名  

9 2/27 水  
JICA・大使館帰国報告 

移動（ジャカルタ→成田） 

コンサルタン

ト団員帰国 

10 2/28 木  日本着  



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料３ 関係者（面談者）リスト 
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相手国関係者リスト 

所属及び氏名       職  位 

国家情報通信省 
(Ministry of Communications and Information)  

Dr. J.B.Kristiadi Secretary 
Mr. Mas Wigrantoro R.S Advisor for the Minister 
Ms. Kusumastuti Deputy of Human Resources 
Mr. Rusmiady Deputy IV 
Mr. Aizirman Djusan Head of Planning Bureau 
Mr. Sriwuryatmi Assistant Deputy for Education and Training 
Mr. Amry Assistant Deputy for Profession Development 
 

国家情報委員会 
(National Information Agency.LIN) 

Mr. Saefudin Head of LIN 
Mr. Sudaryanto Deputy �-LIN 
Mr. Idurus Alkaf Deputy �-LIN 
Mr. Kustana Deputy �-LIN 
Mr. Amsal Asagiri Deputy Secretary-LIN 
Mr. Budi Priono Head of General Affair Bureci LIN 
Mr. M.Siahaan Assistant Deputy � 
Mr. Bang Bang Vu Assistant Deputy � 
Mr. James Dardede Assistant Deputy � 

  
Multi Media Training Center (MMTC)  

Ms. Utiek Ruktiningsih Director 
Mr. Maurice Simatupany Deputy Director for General Administration 
Mr. AZ Tamadjae Deputy Director for Academic 
Mr. Tugiyo Deputy Director for Student Activity 
Mr. Istyo Hartono Head of Deputy Student Development 
Mr. Syahrir Kandung Head of Deputy Research & Development 
Mr. M. Rusdi Head of Financial Administrative Director 
Mr. Anwar Harsomo Head of Teaching 
Mr. Soeharno Head of Engineering 
Mr. Edi Giantoro Head Cooperation Unit 
Ms. Korina Secretary for Academic 
樋口 武男 JICA シニアボランティア 
榎  雅晴 JICA シニアボランティア 

  
Television Republic Indonesia(TVRI)  
Mr. Sumpena General Manager 
Mr. Ruslan Ramelan Manager Technical & Infrastructure 
Mr. Kenno Baihakky Engineer Studio Equipment 

  
  

Television Training Center(TVTC)  
Mr. Manan Assistant Manager Facility Peralatan Technical 
Mr. Patnawati Assistant Manager Planing & Evaluation 
Mr. Agus Cugito  
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Radio Republic Indonesia(RRI)  

Mr. AgustiNus Giman Senior Manager Division Technical Studio 
Mr. Rosito Sada Senior Manager Division Electric Transmission 
Ms. Awauba Erua Assistant Secretary for Documentation, Public Relations & Protcol 
Mr. Kogyami Pabro Head for Broadcasting Cooperation 
Mr. Gun Sukmagunadi Director Marketing & Working Development 
Mr. M. Kabul Budiows Head for Broadcasting Development 
Mr. Suratno Director Administrator 
Mr. Sunendra Director at Technical 

  
Radio Training Center(RTC)  

Mr. Sarwono Head of RTC 
Mr. Yohanes Transmitter Maintenance 
Mr. Jodi Durato Assistant Manager Transmitter Cooperation 
Mr. Uneung Saneoso Technical Studio Manage & Transmitter 

  
Rajawari Citra Television Indonesia(RCTI)  

Mr. Achmad Fauzi Head of Technical Presentation 
Ms. Yulia Maroe Public Relations Officer 

  
PT Television Transformer Indonesia(Trans TV)  
Mr. Budiman A.. Dalimunte Community Development 
Ms. Wendi Ruky News Producer 
Mr. Tomi Satryatomo News Producer 

  
在インドネシア日本国大使館  
倉田 泰樹          一等書記官 

  
JICAインドネシア事務所  
神田  道男          所長 
稲葉  誠           次長 
大竹  裕二 次長 
大小田 健          所員 
秋林  正幸           JICA 専門家 放送政策アドバイザー 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料４ 当該国の社会経済状況 
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資料５ 討議記事録（M/D） 









































 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料６ 事業事前評価表 
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事業事前評価表 

１．協力対象事業名 

インドネシア国マルチメディア訓練センター訓練機材整備計画 

２．我が国が援助することの必要性・妥当性 

(1) 援助対象国としての位置付け 
  インドネシア国は、貿易、投資および文化等の多方面において我が国と密接な関係を   
 有し、政治、経済上重要な国である。また、人口 2 億人を有し、ASEANE 諸国の中核的な 
 存在として、東南アジア諸国の政治、経済の安定的発展に必要不可欠な国である。 
  1997 年のアジア経済危機の際には、経済情勢が著しく悪化するとともに、政治的にも 
 極度に不安定化した。スハルト政権崩壊後、民主主義に基づいた社会経済体制を構築しつ  
 つあるものの、貧困、環境問題等、従来から抱えている問題は解決されていない。 
  アジア地域における重要性、援助需要の高さ等を鑑み、我が国はインドネシア国に対し  
 て技術・資金協力を継続的に実施してきている。 

(2) 当該分野の援助の必要性 
  マルチメディア訓練センター（MMTC）は、放送業務に携わる人材を育成する、インドネシ

ア国唯一の研修機関である。同センターは 1985 年に我が国の無償資金協力により建設され、

現在までに 2,700 名以上が各種研修を修了している。 
   MMTC が、現在研修に使用している放送機材の中には、耐用年数の大幅な超過、スペアパーツの

不足等の理由により、機材本来の性能を維持できていないものが多い。このような放送訓練機材の性

能低下は、研修業務にも大きな影響を及ぼしており、MMTC の本来の業務である人材育成という目標

達成に大きな支障を来している。更に、インドネシア国内における放送機材のデジタル化が進んでいる

状況を鑑みると、MMTC のアナログ式機材の技術的後進性も否めない。 

   多民族、多言語国家であるインドネシア国の国家統一、国民の団結を促進するにあたり、マスメディ

アの果たす役割は大きい。マスメディアの普及を図るうえで、放送理論や先進のデジタル技術に精通し

た人材を育成することは必要不可欠であり、唯一の放送研修機関である MMTC の役割、重要性は高

まりつつある。MMTC の老朽化した研修機材をデジタル機材に更新し、もって MMTC の研修機能を改

善することが求められる。 

３．協力対象事業の目的（プロジェクトの目標） 

MMTC においてデジタル機材を活用した研修を実施し、放送分野のデジタル化に対応できる人材を育

成する。 

４．協力対象事業の内容 

 (1) 対象地域 

インドネシア全域 

 (2) アウトプット 

MMTC のテレビ・ラジオ研修機材がデジタル機材に更新される。 

 (3) インプット 

テレビ主調整室、テレビ撮影用スタジオ、テレビコンティニュイティスタジオ、ビデオ編集、  

テレビ中継車、テレビ送出室、ラジオコンティニュイティスタジオ、ラジオスタジオ、保守室、

研修室用機材各一式の整備。 

 (4) 総事業費 

概算事業費 5.91 億円（日本側 5.91 億円、インドネシア国側 59 万円） 
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(5) スケジュール 

約 15.0 ヶ月を予定。 

(6) 実施体制 

 1) 所管官庁：国家情報委員会（LIN） 
 2) 実施機関：マルチメディア訓練センター（MMTC） 

５．プロジェクトの成果 

 (1) プロジェクトにて裨益を受ける対象の範囲および規模 

・直接裨益：MMTC 研修員 約 6,350 人（今後 10 年間） 
・間接裨益：インドネシア国、約 1.6～1.8 億人 

 (2) 事業の目的（プロジェクトの目標）を示す成果指標 

1)  デジタル機材の使用法を習得した人材が育成される。 

研修員の区分 研修員数 
（実施後 10 年間）（人） 

政府系職員 約 2,450 
民放テレビ局 約 2,500 
学生等（一般開放コース） 約 1,400 

2)  計画通りに実施可能な研修コース数が増加する。 

 2001 年度実績 機材供用開始後 
研修コース数 13 18 

    

６．外部要因リスク 

 (1) MMTC の予算および運用・維持管理費の確保 

MMTC の予算が計画どおりに確保され、運用・維持管理に必要な予算が割り当てられる

ことが必要である。 

 (2) デジタル機材にかかる研修の実施 
MMTC の教職員がデジタル機材の知識を十分に習得し、計画どおりに研修が実施される

ことが必要である。 

７．今後の評価計画 

 (1) 事後評価に用いる成果指標 

  1) デジタル機材を活用した研修修了生の人数 
  2) 実施研修コースの数 

 (2) 評価のタイミング 

事業終了後および 10 年後を目途に実施予定 

 
 
 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料７ 収集資料リスト 
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インドネシア国マルチメディア訓練センター訓練機材整備計画基本設計調査収集資料 

番号 名称
形態

（図書・ビデオ･
地図・写真等）

サイズ 頁
オリジナル･

コピー
発行機関

1
STATISTIK　INDONESIA,STATISTICAL　YEARBOOK　OF
INDONESIA 図書 A4 590 オリジナル

Badan　Pusat　Statistik､Jakarta‐
Indonesia

2
WELFFARE STATISTICS 2000 NATIONAL SOCIO-
ECONOMIC SURVEY 図書 A4 267 オリジナル

Badan　Pusat　Statistik､Jakarta‐
Indonesia

3
STATISTIK UPAH TRIWULANAN TRIWULAN I DAN II
TAHUN 2000 図書 A4 38 オリジナル

Badan　Pusat　Statistik､Jakarta‐
Indonesia

4
INDIKATOR KESEJAHTERAAN RAKYAT WELFARE
INDICATORS 2000 図書 A4 99 オリジナル

Badan　Pusat　Statistik､Jakarta‐
Indonesia

5 PENDUDUK INDONESIA Hasil Sensus Penduduk 2000 図書 A4 36 オリジナル
Badan　Pusat　Statistik､Jakarta‐
Indonesia

6 PENDUDUK INDONESIA Hasil Sensus Penduduk 2000 図書 A4 248 オリジナル
Badan　Pusat　Statistik､Jakarta‐
Indonesia

7 Indonesian Media Guide 2000 図書 B4 10 コピー masindo

8 Indonesian Media Guide 2001 図書 A4 10 コピー masindo

9 DISKUSI KURIKUKUM 1995 BALAI DIKLAT RADIO レポート A4 30 コピー RRI

10
MATERI PEMBAHASAN KURIKULUM PENDIKIKAN DAN
PELATHHAN RADIO BIDANG TEKNIK レポート A4 8 コピー RRI

11
PETUNJUK PELAKSANAAN WORKSHOP PRODUKSI
SIARAN RADO SISTEM DIGITAL レポート A4 15 コピー RRI

12
PETUNJUK PELAKSANAAN WORKSHOP
KOMPUTERISASI PEMBERITAAN RADIO レポート A4 15 コピー RRI

13 PALATIHAN DASAR TEKNIK TRANSMISI ANGKATAN XXII レポート A4 30 コピー TVRI

14 PELATIHAN KAMERAWAN BERITRA TV ANGKATAN IX レポート A4 30 コピー TVRI

15 LANJUTAN TEKNIK TRANSMISI ANGKATAN XX レポート A4 35 コピー TVRI

16
PELATIHAN DASAR PRODUKSI ACARA TELEVISI
ANGKATAN XXV レポート A4 35 コピー TVRI  
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